
各研究室発表論文 2008 
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Microbiol 70:65-75. 

Agari Y, Sato S, Wakamatsu T, Bessho Y, Ebihara A, Yokoyama S, Kuramitsu S, Shinkai A (2008) 
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CRISPR-associated protein, Cse2, from Thermus thermophilus HB8. Potein 73:1063-1067. 

Ebihara A, Manzoku M, Iino H, Kanagawa M, Shinkai A, Yokoyama S, Kuramitsu S (2008) 
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生体膜機能学研究室（金澤研）  
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鐘巻将人、久保田弓子、滝澤温彦 (2008R) 複製フォーク形成複合体の染色体サイクルにお

ける働き. 細胞工学 27:992 – 997. 
 
系統進化学研究室（常木研）  
Furuya H (2008) A new dicyemid from Sepiella japonica (Mollusca: Cephalopoda: Decapoda). J 

Parasitol 94:223-229. 
Furuya H (2008) Redescription of Dicyemennea nouveli (Phylum Dicyemida) from Enteroctopus 

dofleini (Mollusca: Cephalopoda: Octopoda). J Parasitol 94:1061-1064. 
Furuya H (2008) Three new dicyemids from Octopus sasakii (Mollusca: Cephalopoda: Octopoda). 

J Parasitol 94:1065-1071. 
Ijuin K, Nakanishi K, Ito K (2008) Different downstream pathways for Notch signaling are required 

for gliogenic and chondrogenic specification of mouse mesencephalic neural crest cells. Mech 
Dev 125:462-474. 

Nakajima T, Ota M, Ito K (2008) Differentiation of autonomic neurons by BMP-independent 
mechanisms. Cell Tiss Res 332:25-35. 
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in Escherichia coli. Mol Microbiol 70:1570-1578. 



 
生体分子エネルギー変換学研究グループ（荒田研）  
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博士学位授与記録 2008（生物学教室教員指導分）  
 
構造生物学研究室（福山研）  
羽生 真樹  ミヤコグサ根粒菌のカタラーゼとスーパーオキシドディスムターゼが      

共生で果たす役割について 
三島 絵里奈 宿主植物との共生成立に関わるミヤコグサ根粒菌遺伝子の研究 

生体分子機能学研究室（倉光研）  
若松 泰介（生命） RecJ型エキソヌクレアーゼの構造機能解析 

分子遺伝学研究室（升方研）  
林 眞理 クロマチン構造による DNA複製開始点の制御機構の解析 

細胞内情報伝達研究室（河村研）  
宮園 貞治（生命） 桿体と錐体におけるレチナール代謝 
竹本 訓彦（生命） コイ錐体視細胞における高い cGMP合成活性 

発生生物学研究室（西田研）  
根岸 剛文  ホヤ胚後極に局在する母性因子PEMは初期卵割面の定位と連続した不等

分裂に関わる 
植物生長生理学研究室（柿本研）  
渡辺 千尋  ストレス環境下における Altermative oxidaseの生理学的解析 

系統進化学研究室（常木研）  
吉田 真明  ミトコンドリア遺伝子を用いたコウイカ類の分子系統解析 

分子生物学・教育研究室（荻原・米崎研）  
岩本 明   大腸菌 RNase LSの生理的役割の解明 

植物細胞生物学研究グループ（高木研）  
岩渕 功誠  シロイヌナズナ葉細胞における核光定位運動：基本的特徴と運動の 

仕組み 
 



年譜  
2008年 
4月 1日 生物科学専攻協力講座に藤原 敏道教授（蛋白質研究所蛋白質構造機能学部門）

就任。 
4月 4日 入学式。生物科学科入学者 55名。うち生物科学コース 28名（前期合格者 23

名、後期合格者 6名、特別選抜 0名、外国人留学生 0名）、生命理学コース 27
名（前期合格者 10名、後期合格者 21名）。学部転学科 2年次編入者 3名。 
大学院生物科学専攻博士前期課程入学者 56名。博士後期課程進学者 13名、同
新規入学者 2名。 

4月 2日 生物科学科新学生実習室（本館 B棟 2階東端 464㎡）運用開始。 
5月 2日 「いちょう祭」の機会に同窓会（田澤 仁会長）を開催。 
7月 1日 学内で生命科学研究を推進する 6部局（理、医、歯、薬、生命、蛋）合同によ

る「大阪大学生命科学研究アプレンティスプログラム」が発足し、公募を開始。 
8月 5日 神経可塑性生理学研究室（小倉 明彦教授、冨永 恵子准教授）が吹田キャンパ

ス（旧細胞工学センター内）に移転。 
8月 5-6日 生物科学専攻博士前期課程入試。合格者 77名（志願者 87名）。 
8月 26-28日 第 23回高校生対象公開実習（増井 良治准教授、中川 紀子助教）。 
12月 16日 アプレンティスプログラムで藤本 仰一准教授着任（東京大学より） 
12月 26-28日 第 24回高校生対象公開実習（倉光 成紀教授、増井 良治准教授、吉本 和

夫研究員）。 
2009年 
1月 1日 アプレンティスプログラムで木村 幸太郎准教授着任（遺伝学研究所より） 
2月 12-13日 生物科学専攻修士業績発表会。修士学位認定 55名。 
2月 16-17日 生物科学専攻博士業績発表会。今年度博士学位認定計 18名（5・8・11月

認定分を含む）。 
2月 16-20日 生物科学専攻博士後期課程入試。合格者 19名、うち本専攻博士前期課程修

了者進学 16名、本研究科化学専攻修了者１名、他大学院修了者 2名（志願者 3
名）。 

2月 19-20日 生物科学専攻博士前期課程第二次募集入試。合格者 9名（志願者 18名）。
留学生特別選抜。合格者 1名（志願者 1名）。 

2月 23日 卒業研究発表会を「質の高い学部教育プログラム」に基づく学部学生インセン
ティブ行事として公式に実施（昨年度までは自主行事）。 

2月 25日 学部入試前期日程。合格者生物科学コース 28名、生命理学コース 10名（志願
者それぞれ 90名、21名）。 

3月 12日 学部入試後期日程。合格者生命理学コース 20名（志願者 68名、生物科学コー
スは後期日程は募集せず）。 

3月 24日 卒業式。学部卒業者 27名（うち本専攻入学 12名、本学他研究科入学 9名、他
大学大学院入学 3名、就職 0名）。 

 学位授与式。本年度博士前期課程修了者 55名（うち本専攻後期課程進学 16名、
本学他研究科進学 2名、就職 33名、不明・その他 4名）。ほかに退学者 2名。 



本年度博士後期課程修了者（学位取得者）16名（6・9・12月修了者を含む）。
ほかに単位取得退学者 7名、単位非取得退学者 1名。 

3月 27-29日 第 25回高校生対象公開実習（倉光 成紀教授、増井 良治准教授、吉本 和
夫研究員）。 

3月 31日 水野 孝一准教授、定年退職。 
4月 1日 当専攻の専攻長・学科長を升方 久夫教授から柿本 辰男教授に交代。 
4月 1日 当専攻協力講座に栗栖 源嗣教授（蛋白質研究所蛋白質結晶学部門）、蛋白質研

究所アプレンティスプログラムの加納 純子准教授、原野 雄一准教授、三間 譲
治准教授が就任。連携講座の蘇 智慧博士（生命誌研究館）、橋本 主税博士（同）、
杉本 亜砂子博士（理化学研究所）が招へい教授となり、小田 広樹博士（生命
誌研究館）が新たに招へい准教授となる。 

4月 1日 生命理学コース担当助教として大塚 裕一博士着任（米国・オハイオ大学より）。
分子生物学・教育研究室に所属。 

4月 1日 理数オナープログラム（「質の高い学部教育プログラム」に基づく学部学生イ

ンセンティブ科目）を理学部全学科で実施（物理学科で昨年度より先行実施）。 



教室スタッフ（含研究員）一覧  
 平成 21年 4月 1日現在 
 
専攻長・学科長 柿本 辰男 
 
教員・研究員  
構造生物学研究室  
教授 福山 恵一 
准教授 大岡 宏造 
助教 和田 啓 

生体分子機能学研究室  
教授 倉光 成紀 
准教授 増井 良治 
助教 中川 紀子 
招聘研究員 吉本 和夫 
招聘研究員 金 光 
招聘研究員 前川 宜彦 
招聘研究員 広津 建 

生体膜機能学研究室  
教授 金澤 浩 
助教 三井 慶治 
助教 松下 昌史 
招聘研究員 唐沢 暁 

分子遺伝学研究室  
教授 升方 久夫 
助教 中川 拓郎 
助教 高橋 達郎 
研究員 奥野 友紀子 

神経可塑性生理学研究室（生命機能研究科）  
教授 小倉 明彦 
准教授 冨永（吉野） 恵子 
研究員 浦久保 知佳 

細胞内情報伝達研究室（生命機能研究科）  
教授 河村 悟 
准教授 橘木 修志 
助教 和田 恭高 

発生生物学研究室  
教授 西田 宏記 
助教 熊野 岳 
助教 西野 敦雄 
研究員 高鳥 直士 

植物生長生理学研究室  
教授 柿本 辰男 



助教 高田 忍 
研究員 寿崎 拓哉 

核機能学研究室  
教授 滝澤 温彦 
准教授 久保田 弓子 
助教 鐘巻 将人 

系統進化学研究室  
教授 常木 和日子 
准教授 古屋 秀隆 
講師 伊藤 一男 
招聘研究員 荻野 一豊 

分子生物学・教育研究室  
教授 荻原 哲 
教授 米崎 哲朗 
助教 大塚 裕一（生命理学コース教育担当） 
外国人特別研究員 Sebastien Lemire 

生物分子エネルギー変換学研究グループ  
准教授 荒田 敏昭 
准教授 井上 明男 
招聘研究員 中村 志芳 
招聘研究員 相原 朋樹 
招聘研究員 植木 正二 
招聘研究員 武田 壮一 
招聘研究員 桑原 直之 

植物細胞生物学研究グループ  
准教授 高木 慎吾 
助教 浅田 哲弘 

神経回路機能学グループ（アプレンティス）  
 准教授 木村 幸太郎 
 研究員 藤田 幸輔 
理論生物学グループ（アプレンティス）  
 准教授 藤本 仰一 
 研究員 松浦 弘典 
 
技術職員  
技術員 大森 博文（ネットワーク、共通機器管理担当） 

 
事務職員  
事務補佐員 宇田 祐子（倉光研・高木研担当） 
事務補佐員 岡本 江利子（福山研・西田研担当） 
事務補佐員 和田 由美（柿本研・滝澤研担当） 
事務補佐員 井ノ口 左恵（荒田研・アプレンティス担当） 
事務補佐員 水口 孝子（金澤研・升方研担当） 



事務補佐員 田辺 仁紀子（河村研・小倉研担当） 
事務補佐員 堀口 祥子（荻原/米崎研・教務担当） 
事務補佐員 和田 由理（常木研・専攻長事務担当） 
事務補佐員 細名 法子（ITP担当） 
事務補佐員 井上 里奈（BMC担当） 
事務補佐員 三枝 陽子（教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 
事務補佐員 唐木田 志乃（教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 

 
 


